
（岩手県）

復
旧
・
復
興
を
基
盤
に
探
る 

《
宮
古
創
生
》へ
の
道
筋

　

急
き
ゅ
う
し
ゅ
ん

峻
な
岩
肌
の
段
丘
面
が
連
続
す
る
北
部
海
岸

線
と
、
岬
と
入
り
江
が
出
入
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、

美
し
い
海
岸
線
を
構
成
す
る
南
部
の
リ
ア
ス
海
岸

に
区
分
さ
れ
る
三
陸
海
岸
。
北
か
ら
青
森
県
・
岩

手
県
・
宮
城
県
の
三
県
に
ま
た
が
り
、
総
延
長

６
０
０
㎞
に
も
及
ぶ
三
陸
海
岸
は
、
ま
さ
に
「
絶
景

の
宝
庫
」
だ
。
そ
し
て
、
三
陸
海
岸
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
す
る
宮
古
市
に
は
、
浄
土
ヶ
浜
や
ロ
ー
ソ
ク

岩
、
三さ
ん
の
う王

岩
、
本
州
最
東
端
の
魹と

ど
が
さ
き

ヶ
崎
（
東
経

１
４
２
度
04
分
21
秒
、
北
緯
39
度
32
分
48
秒
）な
ど
、

数
多
く
の
名
所
が
あ
る
。

　

三
陸
海
岸
は
、
景
観
的
に
美
し
い
だ
け
で
は
な

い
。
親
潮
（
寒
流
）
と
黒
潮
（
暖
流
）
が
ぶ
つ
か
り
合

う
三
陸
海
岸
の
沖
合
（
太
平
洋
）
は
、
豊
富
な
魚
種

で
知
ら
れ
る
世
界
三
大
漁
場
の
一
つ
《
三
陸
沖
・
三

陸
漁
場
》が
広
が
る
。
三
陸
の
海
は
、「
恵
み
の
海
・

宝
の
海
」で
も
あ
る
の
だ
。

　

宮
古
市
は
、
リ
ア
ス
海
岸
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る

天
然
の
良
港
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
市
域
に
は
第
一
種

漁
港（
宮
古
市
管
理
）が
13
カ
所
、
第
二
種
漁
港（
岩

手
県
管
理
）
が
２
カ
所
。
そ
の
複
雑
に
入
り
組
ん
だ

地
形
が
、
外
海
か
ら
の
波
風
を
遮
り
、
船
溜
ま
り
に

適
し
た
環
境
を
形
成
し
て
い
る
。
岩
手
県
の
主
要
魚

種
で
あ
る
サ
ケ
を
は
じ
め
、
イ
カ
、
タ
ラ
、
サ
ン
マ
、

ウ
ニ
、
ア
ワ
ビ
、
カ
キ
な
ど
多
彩
な
魚
介
と
共
に
、

コ
ン
ブ
や
ワ
カ
メ
な
ど
良
質
な
海
藻
類
が
豊
富
に

水
揚
げ
さ
れ
る
。

　

天
然
資
源
は
限
り
あ
る
も
の
と
し
、
早
く
か
ら

「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。

「
サ
ー
モ
ン
ラ
ン
ド
」
の
愛
称
を
持
つ
宮
古
市
で
は
、

明
治
以
来
、
サ
ケ
の
孵ふ

か化
・
放
流
を
行
う
「
栽
培
漁

業
」
が
盛
ん
で
、
カ
キ
や
ホ
タ
テ
、
海
藻
類
の
「
養

殖
漁
業
」
も
質
・
量
共
に
定
評
が
あ
る
。
令
和
２

（
２
０
２
０
）年
度
か
ら
は
、
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
の

海
面
養
殖
を
開
始
し
、「
宮
古
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
」

と
し
て
市
場
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　

海
の
ま
ち
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
宮

古
市
だ
が
、
市
域
中
央
部

か
ら
西
側
に
か
け
て
の
全
域
は
、

名
峰
・
早は
や
ち
ね
さ
ん

池
峰
山
や
薬
師
岳
な
ど
が
連
な
る
北
上

高
地
（
山
地
）
と
中
山
間
地
が
占
め
て
お
り
、
森
林

面
積
は
市
域
の
90
％
強
に
及
ん
で
い
る
。
早
池
峰

山
と
そ
の
周
辺
は
「
早
池
峰
国
定
公
園
」
に
指
定
。

ま
た
、
三
陸
海
岸
の
エ
リ
ア
一
帯
は
「
三
陸
復
興
国

立
公
園
（
旧
陸
中
海
岸
国
立
公
園
を
中
心
に
、
青
森

県
八
戸
市
か
ら
宮
城
県
石
巻
市
ま
で
）」
に
指
定
さ

市 政 ル ポ 宮
み や こ

古市

復
旧
・
復
興
か
ら
持
続
可
能
な
ま
ち
の
実
現
へ

未
来
を
切
り
開
く
ま
ち
づ
く
り「
宮
古
創
生
」

山
やまもと

本正
まさのり

德
宮古市長
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れ
て
い
る
。

　

北
上
高
地
か
ら
湧
出
す
る
栄
養
分
を
た
っ
ぷ
り

含
ん
だ
淡
水
は
、
閉へ
い
が
わ

伊
川
を
は
じ
め
、
数
多
く
の

河
川
を
通
じ
て
三
陸
海
岸
に
注
ぎ
込
む
。「
山
間
部

の
美
し
い
森
・
清
ら
か
な
川
・
豊
か
な
海
」
の
サ
イ

ク
ル
（
循
環
）
に
包
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
環
境
は
、

非
常
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
か
つ
繊
細
だ
。
三
陸
地
方

の
沿
岸
部
や
早
池
峰
山
な
ど
北
上
高
地
の
要
所
が
、

「
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
も
、

当
然
と
言
え
る
（
前
出
の
浄
土
ヶ
浜
な
ど
、
宮
古
市

沿
岸
の
名
所
は
皆
、
貴
重
な
ジ
オ
サ
イ
ト
だ
）。

　

宮
古
市
は
古
来
、
風
光
明め
い
び媚

で
特
徴
的
な
自
然

環
境
か
ら
無
尽
蔵
の

恩
恵
を
受
け
て
き
た

反
面
、
環
境
的
特
徴

が
要
因
と
な
る
幾
多

の
自
然
災
害
に
も
見
舞
わ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、

狭
く
入
り
組
ん
だ
リ
ア
ス
海
岸
の
地
形
的
特
徴
は
、

風
や
波
か
ら
は
船
溜
ま
り
や
集
落
を
守
っ
て
く
れ

る
。
一
方
で
、
沖
合
で
津
波
が
発
生
す
れ
ば
、
浅

く
狭
い
沿
岸
部
は
津
波
が
急
激
に
速
度
を
増
し
、

沿
岸
地
域
の
奥
深
く
に
到
達
（
遡
上
）
す
る
と
い
う

現
象
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
。
三
陸
海
岸
に
刻
ま

れ
た
数
多
く
の
津
波
の
歴
史
が
、
そ
う
し
た
独
特

な
自
然
環
境
の
恩
恵
と
相
反
す
る
事
実
を
物
語
っ

て
い
る
。

　

平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
３
月
11
日
に
発
生
し
、

未
曽
有
の
津
波
被
害
を
三
陸
地
方
に
及
ぼ
し
た
《
東

日
本
大
震
災
》の
記
憶
は
、
今
も
鮮
明
だ
。

　

宮
古
市
は
、
平
成
17（
２
０
０
５
）年
６
月
６
日
、

旧
宮
古
市
（
昭
和
16
／
１
９
４
１
年
に
市
制
施
行
）、

旧
下
閉
伊
郡
田
老
町
お
よ
び
旧
新
里
村
と
の
１
市

１
町
１
村
に
よ
る
合
併
を
行
い
、

新
し
い
宮
古
市
と
し
て
の
歩
み
を

開
始
。
平
成
22（
２
０
１
０
）年
１

月
１
日
に
は
、
約
５
６
３
㎢
の
広

大
な
面
積
を
有
す
る
旧
下
閉
伊
郡

川
井
村
を
編
入
し
た
こ
と
で
、
宮

古
市
は
全
国
有
数
の
市
域
を
擁
す

る
ま
ち
と
な
っ
た
（
※
総
面
積

１
２
５
９
㎢
強
は
全
国
１
７
４
１

市
区
町
村
中
11
位
。
全
国
８
１
５

市
区
中
で
は
８
位
、
東
北
地
方
で

は
２
位
、
岩
手
県
で
は
１
位
）。

　
「
私
は
、
平
成
21
（
２
０
０
９
）

年
７
月
に
宮
古
市
長
に
就
任
し
、

現
在
、
４
期
14
年
目
に
入
り
ま
す
（
※
取
材
は
本
年

６
月
23
日
）。

　

市
長
に
就
任
し
た
時
期
は
、
旧
川
井
村
の
編
入

合
併
を
見
据
え
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
住
民
と

行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
『
参
画
と
協
働
』
に

よ
り
進
め
て
い
る
時
期
で
し
た
。
私
の
選
挙
公
約

で
も
あ
る
農
林
水
産
業
と
い
っ
た
第
一
次
産
業
の

振
興
、
東
北
有
数
の
金
型
コ
ネ
ク
タ
産
業
や
港
湾
、

観
光
振
興
と

い
っ
た
『
産
業

立
市（
振
興
）』、

人
づ
く
り
、
生

き
る
力
を
育
む

『
教
育
立
市（
振

興
）』を
最
重
点

施
策
に
据
え
、

市
民
が
『
安
定

し
た
仕
事
を

三陸復興国立公園を代表する国指定名勝「浄土ヶ浜」。その景色は極楽浄土と謳われ、訪れる人
を魅了してやまない

北上高地（山地）の主峰・早池峰山は標高1917ｍ。高山植物の宝庫で花の
百名山としても知られる

津波遺構「たろう観光ホテル」。津波の恐ろしさを伝え
る遺構は、防災意識の向上を目的とした「学ぶ防災」事
業でも利用され、これまで21万人以上が訪れている

宮古市

盛岡市
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持
っ
て
、
子
ど
も
を
幸
せ
に
育
て
ら
れ
る
』
環
境
づ

く
り
に
向
け
、
取
り
組
み
を
始
め
た
矢
先
の
こ
と
で

し
た
。
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
の
は
」

　

そ
う
語
る
の
は
山
本
正
德
宮
古
市
長
だ
。

被
災
者
の
心
の
ケ
ア
と
共
に 

着
々
と
進
め
る
未
来
へ
の
一
歩

　

山
本
市
長
は
大
学
（
岩
手
医
科
大
学
歯
学
部
）
を

卒
業
後
、
勤
務
医
を
経
て
歯
科
医
院
を
開
業
。
宮

古
歯
科
医
師
会
副
会
長
、
宮
古
市
・
田
老
町
・
新

里
村
合
併
協
議
会
委
員
、
宮
古
市
教
育
委
員
会
・

教
育
委
員
長
な
ど
を
歴
任
後
、
平
成
21
年
７
月
、

宮
古
市
長
に
就
任
、
４
期
目
の
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

　

民
間
の
立
場
か
ら
市
町
村
合
併
の
一
翼
を
担
い
、

広
大
な
市
域
を
有
す
る
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
担

う
べ
く
市
長
に
就
任
し
た
山
本
市
長
は
、
そ
れ
か

ら
２
年
目
に
東
日
本
大
震
災
に
直
面
。
そ
の
後
の

ま
ち
づ
く
り
は
、《
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
復
興
基

本
計
画
》
に
基
づ
く
、
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に

ま
い
進
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
宮
古
市
の
被
災
状
況

を
振
り
返
る
と
、
そ
の
被
害
の
甚
大
さ
に
改
め
て

驚
か
さ
れ
る
。
高
さ
８
・
５
ｍ
以
上
を
記
録
し
た
津

波
は
、
重お
も
え
あ
ね
よ
し

茂
姉
吉
地
区
で
は
最
大
遡
上
高
40
・
５
ｍ

を
記
録
し
た
。
被
害
は
、
死
者
５
１
７
人
（
岩
手
県

全
域
で
は
４
６
７
４
人
）、
災
害
関
連
死
者
55
人（
同

４
６
９
人
）、
被
災
世
帯
４
９
４
８
世
帯
（
同

２
万
７
５
８
３
世
帯
）、
家
屋
倒
壊
数
９
０
８
８
棟

（
同
５
万
４
４
９
６
棟
）
に
上
り
、
被
害
推
計
総
額

は
２
４
５
７
億
円
に
達
し
た
（
※
平
成
23
年
度
の
宮

古
市
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
３
０
３
億
円
）。

　
「
あ
の
日
か
ら
本
年
３
月
で
12
年
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
間
、
復
興
計
画
に
基
づ
き
、『
市
民
の
住

ま
い
と
暮
ら
し
の
再
建
』『
産
業
・
経
済
の
復
興
』

『
安
全
な
地
域
づ
く
り
』
を
３
本
柱
と
す
る
復
興
事

業
に
ま
い
進
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
計

画
期
間
最
終
年
度
と
な
る
令
和
元（
２
０
１
９
）年
度

ま
で
に
４
０
３
事
業
、
総
事
業
費
は
２
１
０
０
億
円

と
な
り
ま
し
た
。
事
業
は
着
実
に
進
め
、
進
し
ん
ち
ょ
く捗

率
、

被
災
者
の
住
宅
再
建
率
は
共
に
１
０
０
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
３
月
11
日
に
は
、
市
が
主
催
し
、
東
日

本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
慰
霊
・
追
悼

す
る
式
典
を
執
り
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
田
老

地
区
で
は
、
住
民
主
体
に
よ
り
防
潮
堤
の
上
か
ら

海
に
向
か
い
黙
と
う
を
捧
げ
る
な
ど
の
取
り
組
み

も
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
三
陸
鉄
道
で
の

催
し
、
商
店
街
で
の
催
し
な
ど
、
節
目
で
多
く
の

取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
宮
古
市
民
だ
け
で
な

く
、
内
外
か
ら
多
く
の
支
援
者
が
い
る
こ
と
で
成

田老地区に築かれた防潮堤の高さは第一線堤が14.7m、第二線堤は10.0mに達する

港から集落に通じる道筋は二重の厳重な防潮堤で常に守られている
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（岩手県）

り
立
っ
て
い
て
、
継
続
し

て
支
援
し
て
く
だ
さ
る

皆
さ
ま
へ
の
感
謝
の
言

葉
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　

確
か
に
ハ
ー
ド
面
に

お
け
る
整
備
は
完
了
し

ま
し
た
が
、
被
災
者
が
い

る
限
り
、
復
興
が
完
遂
し

た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
犠

牲
に
な
っ
た
方
々
と
同

じ
時
代
に
生
き
て
き
た

私
た
ち
は
、
生
涯
、
心
の

中
に
空
虚
感
や
さ
ま
ざ

ま
な
葛
藤
を
抱
え
な
が

ら
、
暮
ら
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
被

災
者
の
心
の
ケ
ア
に
継
続
し
て
取
り
組
む
理
由
は

そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
ま
ち
の
新
た
な
道
筋
を
次
世
代
の
た

め
に
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
時
期

に
首
長
と
な
っ
た
私
の
重
要
な
責
務
で
あ
り
ま
す
」

（
山
本
市
長
）

　

若
者
た
ち
に
よ
る
新
た
な
取
り
組
み
も
始
ま
っ

て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
が
、
市
内
の
高
校
生
が
議
員
と
な
り
、

宮
古
市
の
未
来
を
語
り
合
い
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の

提
言
を
行
う
「
み
や
こ
未
来
議
会
（
陸
中
宮
古
青
年

会
議
所
主
催
、
宮
古
市
・
宮
古
市
議
会
共
催
、
令

和
２
年
度
開
始
）」
で
あ
る
。
昨
年
11
月
に
開
催
さ

れ
た
第
３
回
み
や
こ
未
来
議
会
で
は
、
定
住
促
進

問
題
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
地
域
の
情
報
発
信
の
強
化

の
必
要
性
な
ど
、
建
設
的
な
内
容
が
多
か
っ
た
と

い
う
。

　

未
来
議
会
は
一
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
若
者
に
よ

る
宮
古
市
へ
の
強
い
思
い
に「
刺
激
」を
受
け
、「
未

来
を
見
据
え
る
若
者
た
ち
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
た

瞬
間
だ
っ
た
」と
山
本
市
長
は
語
っ
て
い
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
市
民
が
参
画
し
、
行
政
と
の
協

働
で
ま
ち
を
動
か
し
て
い
く
の
は
、
宮
古
市
の
ま

ち
づ
く
り「
宮
古
創
生
」の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

　
「
宮
古
創
生
」
へ
向
け
た
具
体
的
な
動
き
は
、
例

え
ば
観
光
交
流
面
の
施
策
・
事
業
に
、
顕
著
に
表

れ
始
め
て
い
る
。

　

昨
年
７
月
、
遊
覧
船「
宮
古
う
み
ね
こ
丸
」が
就
航

し
た
。
総
ト
ン
数

19
ト
ン
、
乗
客
定

員
80
人
の
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
合
金
製
の

双
胴
船
だ
。
そ
の

建
造
費
用
は
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
や
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
、
ふ

る
さ
と
寄
附
金
な

ど
全
国
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
篤
志
も
原

資
と
な
っ
た
。

　
「
宮
古
う
み
ね

こ
丸
」
は
、
絶
景

の
海
岸
線
を
海
上

か
ら
見
ら
れ
る
ほ
か
、
花
火
大
会
で
の
洋
上
観
覧

や
、
船
上
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
を
は
じ
め
各
種
イ
ベ
ン

ト
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

従
来
、
浄
土
ヶ
浜
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の

遊
覧
船
は
あ
っ
た
が
、
船
体
の
老
朽
化
な
ど
の
た

め
、
令
和
３（
２
０
２
１
）年
に
廃
止
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
市
民
や
観
光
客
、
市
内
の
観
光
関
係

者
な
ど
か
ら
そ
の
復
活
を
望
む
声
が
高
ま
り
、

全
国
の
人
々
や
地
域
企
業
な
ど
か
ら
の
支
援
に

よ
り
、「
宮
古
う
み
ね
こ
丸
」
と
し
て
復
活
し
た

の
だ
っ
た
。

　
「
宮
古
う
み
ね
こ
丸
」
の
発
着
所
と
な
る
出
崎
ふ

頭
は
、
昨
年
、
船
着
き
場
や
公
園
が
整
備
さ
れ
、《
道

の
駅
》と《
み
な
と
オ
ア
シ
ス
》の
Ｗ
認
定
を
受
け
て

山本市長を中心にクルーズ船キャプテンらとの記念撮影（ハンセアティック・ネイチャー
寄港歓迎事業にて）

取材日に寄港したドイツのクルーズ船「ハンセアティック・ネイチャー」

高校生たちが議員となり宮古市の持続可能な未来像が話し合われた「みやこ未来議
会」（令和4年11月）
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い
る
「
シ
ー
ト
ピ
ア

な
あ
ど
」
な
ど
既
存

施
設
が
集
約
さ
れ

た
交
流
拠
点
と
し

て
、
新
た
な
に
ぎ
わ

い
を
創
出
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
宮
古
港
藤

原
ふ
頭
に
は
、
本

年
、
過
去
最
多
と
な

る
８
隻
の
大
型
ク

ル
ー
ズ
船
の
寄
港

が
決
定
し
て
い
る
。

本
欄
取
材
日
の
６

月
23
日
に
は
、
折
よ

く
、
本
年
４
隻
目
の

ク
ル
ー
ズ
船
「
ハ
ン

セ
ア
テ
ィ
ッ
ク
・
ネ

イ
チ
ャ
ー
」（
ド
イ
ツ
の
船
会
社
が
運
航
、
乗
客
定

員
２
３
０
人
、
総
ト
ン
数
１
万
５
６
５
１
ト
ン
）
の

寄
港
歓
迎
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。

　
「
本
年
は
４
月
に
寄
港
し
た
大
型
外
国
客
船

《
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
》（
総
ト
ン
数

11
万
５
８
７
５
ト
ン
）
を
皮
切
り
に
、
岩
手
県
へ
の

寄
港
で
は
過
去
最
大
と
な
る
《
Ｍ
Ｓ
Ｃ
ベ
リ
ッ
シ

マ
》（
17
万
１
５
９
８
ト
ン
）、
10
月
末
の
《
に
っ
ぽ

ん
丸
》（
２
万
２
４
７
２
ト
ン
）
ま
で
計
８
隻
の
ク

ル
ー
ズ
船
が
寄
港
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
港
周
辺

や
沿
岸
部
地
域
の
に
ぎ
わ
い
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

効
果
も
含
め
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
水
準
に
少
し
で

も
近
付
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
宮
古
港
は
、
三
陸
沿
岸
道
路
や
宮
古
盛
岡

横
断
道
路
と
直
結
し
、
東
北
地
方
全
域
と
密
接
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
乗
船
客
の
皆
さ
ま
に
は
オ

プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
な
ど
を
利
用
し
、
宮
古
地
域

だ
け
で
な
く
、
広
く
岩
手
の
魅
力
を
満
喫
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
」（
山
本
市
長
）

　

こ
れ
ら
の
動
き
は
皆
、
山
本
市
長
や
市
民
が
震
災

前
に
想
い
描
い
て
い
た
、
三
陸
・
宮
古
の
海
の
魅
力

を
立
体
的
に
楽
し
む「
体
験
型
観
光
」の
構
築
、
宮
古

市
を
拠
点
に
そ
の
周
辺
エ
リ
ア
を
結
ぶ
広
域
連
携
に

向
け
た
、
改
め
て
の
第
一
歩
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

脱
炭
素
社
会
へ
の
取
り
組
み
と 

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
未
来
図

　

山
本
市
長
の
談
話
に
あ
る
「
三
陸
沿
岸
道
路
」
と

「
宮
古
盛
岡
横
断
道
路
」
が
も
た
ら
す
イ
ン
パ
ク
ト

は
、
宮
古
市
だ
け
で
な
く
、
三
陸
地
域
全
域
が
「
復

興
か
ら
創
生
へ
」
と
向
か
う
今
後
の
道
筋
に
、
非
常

に
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

　

宮
城
県
仙
台
市
か
ら
青
森
県
八
戸
市
に
至
る
全

長
約
３
５
９
㎞
の
「
三
陸
沿
岸
道
路
」
は
、
令
和
３

年
12
月
、
国
の
復
興
道
路
と
し
て
全
線
開
通
し
た
。

ま
た
、
復
興
支
援
道
路
と
し
て
整
備
さ
れ
た
県
都
・

盛
岡
市
と
宮
古
市
を
結
ぶ
「
宮
古
盛
岡
横
断
道
路
」

は
令
和
３
年
３
月
に
開
通
。
全
長
約
80
㎞
の
道
路

宮古市の海の魅力を巡るアクティビティとして人気の遊覧船「宮古うみねこ丸」。洋上から宮古
湾や三陸ジオパーク・ジオサイトを楽しめる

三陸鉄道「新田老駅」（道の駅たろう、田老港の最寄り駅）が併設する田老総
合事務所庁舎。庁舎には地元信用金庫、商工会議所支所なども入居する

NHKの朝ドラ「あまちゃん」でも知られる三陸鉄道。南・北のリアス線に、JR東日本から経営
移管された山田線（釜石・宮古間）がつながり、2019年3月に「リアス線」として再スタートした
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（岩手県）

は
、
懸
案
だ
っ
た
交
通

の
難
所
の
解
消
と
冬
期

の
安
全
性
が
向
上
し
、

所
要
時
間
が
大
幅
に
短

縮
さ
れ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
津

波
の
浸
水
区
域
を
回
避

す
る
形
で
整
備
さ
れ
た

災
害
に
強
い
道
路
「
三

陸
沿
岸
道
路
」、
そ
し

て
県
都
と
一
体
化
し
な

が
ら
の
観
光
交
流
事
業

の
振
興
や
文
化
・
経
済

振
興
を
図
る
効
果
を
持

つ
だ
け
で
な
く
、
沿
岸

部
か
ら
内
陸
部
へ
の
ス

ム
ー
ズ
な
移
動
を
可
能
に
す
る
「
宮
古
盛
岡
横
断
道

路
」。
こ
の
縦
と
横
の「
命
の
道
路
」が
、
震
災
か
ら

の
復
旧
・
復
興
か
ら
続
く
地
域
創
生
を
目
指
す
宮

古
市
に
も
た
ら
す
将
来
的
な
波
及
効
果
の
大
き
さ

は
、
測
り
し
れ
な
い
ほ
ど
の
も
の
が
あ
る
。

　

令
和
２
年
９
月
に
策
定
し
た
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
く
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
推
進
の
今
後
も
注
目
さ
れ
る
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
を
具
体
化
す
る
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
計
画
」を
令
和
４（
２
０
２
２
）年
３
月
に

策
定
、
本
年
４
月
１
日
に
は
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
条
例
」
が
施
行
さ
れ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
積
極
的
な
導
入
を
推
進
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
10
月
９
日
に
は
「
宮
古
市
気
候

非
常
事
態
宣
言
」
が
、
さ
ら
に
同
年
11
月
11
日
に
は

「
宮
古
市
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
が

表
明
さ
れ
、
地
域
脱
炭
素
に
向
け
た
取
り
組
み
も

進
め
て
い
る
。

　

令
和
４
年
11
月
に
は
、
宮
古
市
が
掲
げ
る
「
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
通
じ
た
地
域
内

経
済
循
環
の
創
出
に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
」
を
基
盤
と
し
た
計
画
提
案
書
が
認
め
ら
れ
、
環

境
省
が
所
管
す
る
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
の
先
行
モ

デ
ル
都
市
と
し
て
選
定
さ
れ
た
。

　
「
こ
れ
を
契
機
に
、
洋
上
風
力
発
電
の
可
能
性
や
、

市
域
の
90
％
以
上
を
占
め
る
森
林
を
活
用
し
た
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
な
ど
も
含
め
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心
と
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
同
時
に
、
高
齢
化
の
進
む
状
況

下
に
不
可
欠
な
公
共
交
通
網
の
構
築
に
も
力
を
注

ぎ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

災
害
対
応
に
目
を
向
け
る
と
、
東
日
本
大
震
災

の
後
も《
平
成
28
年
台
風
第
10
号
》や《
令
和
元
年
台

風
第
19
号
》
な
ど
、
大
き
な
豪
雨
災
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
で
想
定

さ
れ
る
地
震
と
津
波
へ
の
対
策
も
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
全
て
の
自
然
災
害
に
対
し
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
た
多
重
防
災
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」（
山

本
市
長
）

　

そ
の
全
貌
を
網
羅
す
る
に
は
紙
数
が
足
り
な
い

が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
長
く
厳
し
い
復
旧
・
復
興
の
時
期
は
、

同
時
に
宮
古
市
の
地
域
創
生
、
す
な
わ
ち
「
宮
古
創

生
」
に
向
け
て
の
大
い
な
る
準
備
期
間
と
も
な
っ

た
。
観
光
振
興
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
推
進
、
多

重
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
、
復
旧
・
復
興
の
プ
ロ
セ

ス
で
さ
ら
に
培
わ
れ
た
、
次
世
代
の
台
頭
も
含
む

市
民
協
働
へ
の
機
運
の
強
化
な
ど
に
み
ら
れ
る
躍

動
感
は
、
次
々
と
萌
え
は
じ
め
て
い
る「
宮
古
創
生
」

へ
の
芽
吹
き
と
い
え
る
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
12
年
の
時
を
経
た
宮
古
市

に
よ
る
「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
ま
さ
に

こ
れ
か
ら
、
本
格
化
の
時
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
５
年
６
月
23
日
）

防潮堤の上で黙とうを行う様子。毎年3月11日には、地震発生時刻14時46分に合わせて多
くの方々が海に向かい黙とうを捧げる（田老地区）

市民交流センター、市役所本庁舎、保健センターの3施設からなる複合施設イース
トピアみやこ（平成30年竣工）。防災拠点としての役割も持つ建物はフリースペー
スも豊富で、多くの利用者でにぎわう
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